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Masaharu NAKANO

Department of Orthopaedic Surgery Niigata

University School of Medicine
( Director; Prof. Tatsuya TAJIMA)

449 hip joints of 294 cases (41 males and 253 females), which were diagnosed

either as congenital acetabular dysplasia or congenital subluxation of the hip joint at

the initial examination since 1962 in the Othopaedic Dept. of Niigata University and

finally examined after they became older than 6 years of age were investigated as to

the clinical and radilogicai changes of these hip joints during the period from, the
initial to the final examination.

449 hip joints consisted of 242 diagnosed as congenital acetabular dysplasia

and 207 diagnosed as congenital subluxation, of which 272 were treated with Pavlik

bandage and other 177 were just left under observation.
Ages at the final examination ranged from 6years 1 month to 21 years and only

5 cases over 15 yrs of age complained mild hip pain, whereas 51 cases were assessed

as "poor" according to Severin 's standard.

15 hip joints of 10 cases were prognosticated poor during the course of observation

and operative procedure of Salter 's pelvic osteotomy or that combined with derotation-

varus osteotomy of femoral neck were performed at the ages between 7-9. The

result was excellent except one which was poor due to technical fault.

Retrospectively examined, Pavlik bandage was placed in hip joints with poorer CE

angle regardless whether they were diagnosed as acetabular dysplasis or subluxation,

and no significant difference in CE angle was noted in the X-rays taken at the final

examination. This fact was thought to prove that there were hip joints in which pla-
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先荒性巨ヨ蓋形成不全,先天性股関節亜脱臼

1. は じ め に

乳I,El矧鞘恥l~＼診察∴二トト一丁,Ortり1こけIit')(､IiL･kH厄Il

等がなく先天性股関節脱臼 (以下先天股脱)は否定できき

Ⅹ 線像も明確な先天股脱ではないがしかし正常ともいえ

な い 瀞の症例がありきこれに)は先天性日義形成不全な

い し先天性股関節東脱臣:iと呼称されているもしかしこれ

らの定義uj基準は明確でなく,Lかもこれらの症例の長

期追跡結果や治療の必牽性について記載した文献は少な

い_

そこで寒研究は先天性目蓋形成不急 先天性股関節藤

脱 関と診断された症例を段期に遺跡Lた場合 が)転帰の検

討 から,治療の必変性eう歯観 転帰不良な例 の 看 取 も

しそれがあるとすればそれを予見できる所見 は 何 か な ど

ハト㌦'1解明キ･日的:r･二.巨二-[ト ∴∴

Il. 症例の概要と研究方法

A.対象症例

昭和37年以降軍昭草済6年までをこ新潟兼 学 整 形 外 科 先 天

股脱外来を受診し先天性日義形成不全 (以 下 Dys), 先

天性股関節亜脱臼 脇 下Sub)と診断 さ れ た 6槌 例 1㈱ 望

関節殿うち初診時の股関節正前後X線 等 寅 が あ り, 6歳

以上になって殿終受診している29櫓例 (男 射 級 数 253

例)朋9関節を対象とした.漂よお経過中に手術療法 を 施

された症例も検討の対象に含めたがヲこれらをニついては

術直前L7)所見を最終受診時所見とtて扱､守二.

Ii.検討方法

上記症例をニ-丸､て診療録から家族歴の審艶 Dys や

subに対する初期治療の着額を調べた一さらをこ初診時

股関節前後Ⅹ線写真かど沌ヨ義角 (甜角)と CE角の測

定を行い予これ毎を診断別声初期治療別をこ分察 して検討

した.また最終受診時をこおいては臨床症状uj有無を調べ平

股関節前後X線軍務から CE角を測定した卓測定した

CE角によりSeveT血 の党義肢脱uj成績判定基準に準

拠して評髄Lヲこれと初診時の所見やその後の治療法と

の関榛を検討Lた.初診時かど)最終受診時までの経適中

のⅩ線写叢がかなか)揃っていてX線像が)推移を追求でき

る症例に-弟､ては最終結果がどの時点である程度推定で

きるかについても検討した,

III. 結 果

A.1)〉･r.<とSuhの診断基準とそれぞれに属す

る例数

占釣でいた.闘ysとSubの診断については漁のよう

な 基 準 を 設 定した.

A B

囲 盈 著者の党真性日義形成不全と党荒性股関節亜脱臼

し')定義

A.先~付F日子]蓋1日戊不全 CElfjoilrl_l∴
CE功 oc束tli',i
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義 漫 検討の対象とした29竣聯睡 祖霊を時の診断

臨床 上 身X線等衆上,明確な先天股脱でなく日義角が

未満 の m東mus 角 度 となる例を SubとLた (囲 逢う,

この判 定 をこよ る と検 討 鞘対象とLた29洩例 壕壌9関節がうう

目 黒珊 再 jf一軒 リ ､I)Irト ′コ吊 (刑 1:1(順∫兼.片側 1)Ir㍉価

側 Stll-/'再 1回 い二.照 j節 , 両 側 tLluh 畑ミ･1抑制i〔描〕~. 1

側 は 正常 の 片 側 例 で は Dys が5ま例 5且関 節 ,Suhが88

例 恥 関節 で あ った* これ らを絶 食す る と mys242関節,

li. 家族 歴 の有無

診 療 録 をこ家 族歴 の露己鷹 が あ --)た症 例 は 謂 嶺例 中 腰53例

3鍋 関節 で, そ ぼ沼 も家 族 な い し近 親 者 に先 天 股脱 の既

往吉守 ,予 ･ji‖勅 封 tl榊 闇 1.･l'}い､～川 畑軒 :-:f1-I,'-.. 片側

Dys 植樹 Suh の症 例 が あ るため関節 数 で検 討 す る と

掬 Sで45関節 きSub で36関節 で あ った,

('. I).V.i,tiuL)に対 する初 期治療 の 有無

こ銅研 究 が二様t象 と Lた 29確例 が班 や,治療 を受 け て い た

L人 1

蔑窃

詔5

38

25

265

且慧

急窃

5

派

衆 望 初期処置 を観察のみま捌 ま隠B装着)

別股関節数

巨 揖y鎚 妻 su甑 汁

槻 塞 桝 l(う1 16 177

K ti 桝 糾 191 27:～

什頂 卜.冊 町-:･'Li∵是着~∴十･㌧し+L＼'川 佃 l)い 他側 ト=ト

の症例では Subを装着0.3対象としたとしても DySに

対 して屯装着Lたことになる.そこで 脱誤 を装着され

た関節数とLでは Dysが81関節声Subが摘且関節だっ

た,挽鰻の装着期間は還れ層から7カ月で太多数が後カ

月であ-)た. 治療されずに経過を観察されていた症例

し1_､日､湘祭神 言 】)I-ド.,.十lt川~も胴乱 S.tlh.;∴1(潤 _師 こ守-､

た.なお両側 Sub3嶺例鵜関節はすべて RB を装着さ

_卜てい∴ ･.表 2､1.

lI. 初診時の日義角と Hl二角

初診 時の闘義角は ‡激Sで平均32｡90,Subでは平均

37.00で両群に有意差 (p<0.05)があった.初診時の

を診断した基準かalphTj当然ながら着意叢があった書またそ

れぞれを診断蝕 初期治療別を二流瞭するとき 日義角は

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

院 盟 著者が対象 と した 29趨例の最終受診略年齢分布

(逮 )



中野:先天性日義形成不全および兜荒性
股関節亜脱臼症例の遺跡讃姦

sutH'-観察軒 1･■杓 3こi∴仁 SLItl(n l相 和平均:''T.:上

し､丁こfl汗…-_I)〉･stT)観察例 ､IL;杓 こi..Lp/I.i_)I,ド(チ)lil_ミ何十均

l∴仁 h t'ハ観察firJ畔 ･杓 ;p,.()＼ SHHlくIミ伸仁丹 9.7°

管,すべてで観察例と RB例で有意差 毎≪0滴5)があっ

上.

FI. 最終受診時の年齢

最終受診時の年齢は 6歳 息カノ昭から諾且歳5カ月で且2歳

代が最 私多かっfC" なおこの桝 こぼ経過中をこ手術を施行

した症例用例i5関節が食まれているが,それぞれ術挺前

の年齢を療終受診時 としても､る (囲 慧)や

厳終受診時の年齢を診断別,初期治療別をこ.みると掬S

ハ観察例 吊 :史(いJl日日い∴17歳 L'十畑 Ⅰ)ys(丁目(日刊ti

歳 旦九日から20歳 速力薫きSub の観察例6歳且か用か

775

zL.lti歳10･-!‖｣.Sut=111〈L''何 局策11日持 ､王■､L!1歳5-I)

f十こ守,-､た.

F. 最終受診時の (1f･二角と Lqtll･t､rinの評価

最終:翫 紬!1-:in(､tT,裾 ､L1)IFS/I当トニ斗 丹 Jjこう∴仁 SLlh

全体で平均 23.P で有意差はなかった書これを CE 角

ltl:凧ijJll'hLL)1.畔 上 llこl:5'関節 ､1.10(､1. m :51fljJ

節 捌 .洩%)だvfjた,これをそれぞれ診断別,初静男治療

別く--_:}立言 1_海sL一滴i粟f町･二.lこ1:,11諏 J節.lh:二i〔刷 il:iJj.

Ill,i:両肌札 [1:11関節.1)).ド('ぅ1く【う桝で 1こ1::-'l;関

節.Ttl:出払聞i.1Ⅰこl:i).関節.m:告喝節.sl.lil(11観

察[町て111:Lq関節,lh:lp,関取 Hこ1:し‖甘酢 ul:二i

表 3 SnTerinL7､､I',ll:大股脱(ハ成結､甘心斌準

(T'rout-1 Nor【11alhips

(｢E こ1nFIpof1110rtチtJl～11125dell,Yet,SrOI･
い (lll'Jと1nFlt,of15tL119(ipgreesr(..)r三相,(,S
(_1トl,anfTIpof2Oto25ti(-FreesForag(ユS

(~iroup llMo(1(,rl1tedef()I,111it･.vorthefp【.norill

{lgL,Lq(;t(-1こう
agtゝsfrom lilup
(;t.()13
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headorneckora(･(,ILL-1tlulm11,btltOtll(､r肌.ist}

;lSingroupI

(17rOuP Il一 i)ysplと~lStiehjI_-S＼＼･ithout.su上-1uxEltion

((岬t'14I一l二)

("Tt･OuPIV Subluxlllion

lll Mo(lerate.t･hp L'ト二flnglPI_)OSit-ivtlOrド(111.llto冗(汀い
い St,Vげre,thpLIrF',{lnglpneg‡1tivp
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嘗 Dys Sub 蔓禽 計巨関節警⊥f観察鮮 RB 観察欝 R lー仙

la 115 53 8 119 望95

Ⅰb 35 19 5 39 98

成玲良好群 山a O 2 0 3 5

柑 蔓 931g520% 鳥 砂雷撃 1381.3年フ 16184.3 39888.6∴∴

忘 超群 回 議1轟 67% 318.7 3015.7年 51ll.4㌢
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図 3 成績良好群 両側 SubRB例

症 例 1 tl.I(.

A.初診時 柏か月):目蓋角が両側30㌦ CE角が右 -15㌦

愚書6歳 呂か月:CE角は有 望盈¢き左 22¢で良好な経過である.

(∴ 18撒二･t吉､1十 (｢f･l,ff頼こ古28p,左30いてr刷削上も Lip＼でritl

I魚である.



中野 :先天性日義形成不全および先天性
股関節虚脱闇症例の遺跡調姦

聞鮎 Stlhして‖川 例て 1こl:119fM鮎 lh:二1～)関取 llこ1:

3関節,阪:30関取 となる (豪 紘 なお 芝摘 例およ

〔トTVか!､-,Vlに分類､され引ill-:例言左か-･-､JJr.li一,lh.Il<･1

を成績良好群 (上述のようをニⅡb例は存在しなかった)芦

m以上を成績不良群とすると,全体では威厳頗好評鮮B6

%,成緩不良群 uA%となり,診断乳 初期治療別で

は成績良好群は Dysの観察例で93.2%,mysの 況迅

[町二･.M.Flo(,.suhハ観察押付 ボ1∴iO(I,Sut-.')lく1号例

で朗,3%であった早

代表症例

症例 1.ll.I(.両 SulllくIl'帆 良好群1

牛後･卜IjHハ裾 知､巨1日晶rfj言こげ しそ二良好ノ皇八 ('1:,

ff巨 石 .15, It=II 10L'上両t'uJJハ Suh鳥 今潮浮 れ lくtミ

装具を竣ヵ月間つけた.

6歳時では CE角が右2五㌔ 左220と改善 し最終受診

時親 8歳では280,300で両側とも Seve訂inの判定基

準による成績評価は 随 である (図 3y

jl日刊2.1く.N.汁)Irs観察例 ･日射rU

777

牛後J卜JH汗)打診時f汗1｢惜 ff】かこiけ､,(li:llj!)tH)O

で正常とも思われるような症例である書当然ながら経過

観察を行ったが3歳で CE角はSo,転歳で90と改善

甘上小一､た.･･二L:-i,')後10歳で.11'∴ 11歳-;:･lJ~-Ll上し!/(..lLr..した

の判定基準による成績評価mである く囲 鯨

(1. 最終受診時の臨床症状

最終受診時をこ股関節痛を訴えていた症例は且5歳2軒昂

か!■-21歳5'.))Jj(r7);I)例て.I))･L<(-)観察例 l粧 r)).= -i

IくH 例 1則 雄珊Il抑圧 Slll=Tllく‖ 例二i例 日~L-t細uH-11日

例) であったt これらは CE角が且6-180でいずれも

歳から痛みがあった. しかし いずれの症例も痛み鮒凝

鋭する捌 豊長距離歩行など過剰な免荷がかかる時のみで

安静時痛はなく予関節可動域や日常生活動作a二噛け限はな

か.､/I.

代表症例

症例二i.'卜1'.li両 SLltllく1ミ例1

閑 適 成績不良群 右 欝ys観察例

症 例 2 H.N.

A.拙■珊f-Ulか=1:目蓋ff巨潮 亡.C踊j小 0°で T).yt<土語断し.結 削 り麿 ハ L]L i 十 ･､ 仁

l~ミ.tl'FLTもO.L),ii=:('lil.lt臣こt)し､と,あまi)し甘{:tL･;I-が左い.

(~1.I(ミ歳 1小目:LItll,ffjはけ'て LqLIVPrinlHで:JF,-ち.
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図 5 最終受給時股関節痛を訴えていた例 両側 Su態汲B例

症 例 3 T.Y.

A.初[;.Iを担f-(･1かf二日:口蓋絢が(1LLIOL十 ,Jt::12㌦ (_lil.Uj!JリT'-2Ll.
左11O卜で両側 SubLと診断され IiLiI'/LlカJj装持された.

B.7歳6か=:eEff3IT'1ilL'､/I-140-で改善され(たかにふ,tた
が,その後来院しなくなった.

(l.16歳2か.り:Ctl:裾 :tl】~17L',左16-1でt刷削SevpriIIIIIて
あり,両側の股関節痛を訴えているや



股 関 節 亜 抑 制 津 TJハ 追 跡 調 ~1十t

歳 で よ う や く プ ラ ス と な っ た , 7歳 6 丸 鋼 時 は 丙 蔑fjの

(i/,lf頼 1･iL' とL!/(杏 仁 ∴ ＼･∴ L:,ド ･-/i:-∴ 仁 ′穴 -二L:_Ll)使 果

SeveTim の 判 定 基 準 をこ よ る 成 績 評 櫛 , 両 側 EEで 股 関 節

痛 を 訴 え て い る (図 5)や

77～.)

ll. 最 終 成 績 と 初 診 時 の 日 義 角 . 川 二角 の 関 係

最 終 成 績 -こ斗昌 ､良 い lこl L川 上巨 獣 し､nlで 机 畑 巨 亘 手品

角 , CE 角 をこ差 が あ る か ど う か を 検 討 Lて み る と 拍 蓋 角

これ を そ れ ぞ れ 診 断 艶 初 期 治 療 別 に み る と有 意 差 が あ っ

十 八 t l恒 ハ 観 察 r叶 汗 )〔1･二llい .lュi:十 十 m 二1.51,
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図6最終受tir今EL'j:1･1歳1､IL-.(:128股関節(:iCtll,fljハ推移
A.SpverintL,l上!')粗さ畑上22閲恥71CEfEjLll推移5-7歳ては大審p茸頼iL2001､1巨で:[･トt,.
-.一部の150未満LTl仲Jも.そしTl浬靴隼で改吾ハ佃向か廿日_月である.

の後の数隼も改善はあまりないを
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蕊lllLlこl:二L'言~.lil:こ正作'､∵∴夢,一･了∴

.I. 初期治療の有無による最終成績

最終受診時の CE角は 掬 §金棒で平均23,309Sub

全体で平均23かまOで有意差はなかった.これを初期治

療の有無で分額すると掬sa)観察例22,80,RB例24.2㌔

subの観察例20.90,民盟例23誹 といずれも有意差

はなかったp

K.川二角の推移の検討

初診時から最終受診時までの途中のⅩ線写薬が比較的

捕っていて CE角の推移がわかる症例で,Severimの

半瞳 で最終的な評価となる最終受診時且複歳以上の症例の

:).:.I.戊キ古'-最弓､甘､＼I;t二Il-照闇汁 卜良否Illt川ミ描汗 -､

いて CE角の推移をグラフで表示してみた (図 6)中こ

殿結果守成嬢が防翻例は5-7歳時 CE角が150未満

でありきLか私,そ殿級の数年で私改善があまりなかっ

未満の例があつたが,このような例で鮎その後の数年で

cE 角は改善が)傾向を示 しぎ10歳ではすべて200以上をこ

なっていた (園 鎧都 心

t｡. 骨頭変形例について

骨頭変形を生 じたものが6関節あった,いずれもRB

装瀞例で Dysが2関節,Subが趨関節であ--)た.こ

のうち Sub縦 1関節の骨頭変形が強く殿終受診時の CE

rf吊 15(､ L∵甘心 lH卜二守‥ !∴ TLか巨:叫FLl)./弓保持巨､

変形はご宅軽度で CE角私良く現品の判定であった.

代.揖L日刊

症1町 1.十0.I.11二StItllくトミ｢町l

鮎bと診断され 夏毛欝 を趨カ月装着された土沢B装着が)

ためと思われる Pe純掠)豆d変形が骨端核をこ生じ,CE角

汗(吊も(iJ)l十､二11':.ltiL:;thi十tトー:.1;T'.乙ド(-＼rL両Tい二11

n卜∴UT,i_､図 7L一.

M. 経過観察途中で手術された例の検討

匪適中に手術が行われていた症鰍 孟犯例且5関節で,掬S

ハ観禦1裾 i関節,1くlミ甘 1関節,SLlhハ観察例 1関節,

R臨例7関節であった,手術時年齢はき5歳且0カ月かぎ)

9歳7カ月で手術直前の CE摩譲は30からま確り平均8.50

踊 冒 骨頭変形例 左 Sub民B例

症 例 Ll tT.().

rう.(吊緑 木.=:目端ケ㍉､､I-亡でthOi(l変1巨1~章 .＼1､､(｢tl'Jfll吊 11こ･l:∴ト上

しl.1晶紬 ;吊 j:し'ト二ltJT!-15こ..::L鮎＼･LlrillllI~二才 .:_工
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股関節疲脱臼症例の遺跡謂轟

図 六 jr-砧裾 J'.桝 両側 l)_vs組察則

症 例 5 I(.1.

A.拙 ?≠巨 .lこ,Ljrl･=1:日義裾IFLlり側こう6∴ してll二裾ヱ/.13∴ 左 什∴::.

両側 工).～,ド(㌦L'澗巨 細遇観察され-/∴

tう.i,仙III前 (9歳2吉川 1:町こ刷 上貼 十こ来町 Llr.し1F,如 上(.L5Ll.

左LqL∴1LllJLit工 .Lqaltt-1】･肯鰍廿UJ.')i,F｣~をまず石に.3/かH極左;∴
施行した.

(㌔ 1こう掻5)f刷 :(r~1l･･l,裾 二日r'320.左こkI't':=改T.tl∴さJ‖両側 Lqevpl･in
lnてLIJ;､る.
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図 !?手術他行例 古 1)ys左LqublilHq.rJ
症 例 6 .̂I-<'.
A.帖-!略し5かHL):口蓋巧が古こi()O,左.1告 CFJ_lll:I:)i-石oll.左-.8O
でfl'1)).S左 SuhLL言三潤i･され RIiを3か廿某持した.

rう.術直前 し8歳了か月):CE裾ヱ石131∴左5°で,左に Sa.lteI･常
盤骨切り術と大腿骨減捻内反骨切り術を魚鱗施行争壕か月経右
に対しLqLllter･iL]l･無骨切恒hlを施行しナ∴

(∴ 15歳11か畑 LIFJff汗}L古3T',左350で両側:LqPVPrinI;1上lAJ
好な成績である舟



中野 :兄.付軒 ]蓋町'k不全主よひ･''t転作
股関節亜脱臼症例の遺跡謂義

二子-､十.1-･前言 Sこ1恒rゝ骨盤骨切再師が.独浴l(潤節,
ドこ1ht-tr骨盤骨切再机二人腿骨減捻i里豆骨切･-欄tillr津f･
手術が5関節であった.これらの術後の最終受診時の年
齢言1両毛t上目上中ト.15歳11吊=巨:LSt-_,＼.しゝrillL7)詔三価基準
てlこlかト欄節.mが1関節て吉 ､上∴十巨II_ハmハ 1
関節は8歳8カ月で手術を行った Sa呈ter骨盤骨切り術
単独例であるが≠手術による下骨片の引き出しが不足が)
ため術前通2gの済 角が術後200の不充分な改善をこ終っ
た例である.
代表症例
症例{).醍.1.両j佃jDy.<観察例1
生後連射I3の初診時,日義角が両側3鎧O,Cg角が右
309左折で両側a)Dysと診断されたが経過観察の
み行われた,両側のCE角が5歳までずっと50以下
であったが,それ以来再来もJなくなった.9歳2カ月時
呼び出し調査に応じた時点でのCE角は右50,左So

九月襖左をこ対L施行机3歳5カ月の時点でCE角は右
320,左350と良好であり,Sever五mの判定基準蔓こよる
成績評価で両側五品である(囲鋸.
症例(i.A.I/.亘ii))."frIsublくH伸

が右oo,左-Soで右のDys,左のSubと診断され
RB装具を3カ月装着Lた中しかし6歳でCE角が右
6㌔産後Oで8歳でも改善があまりないためき8歳7
カ月で左をこSalterの骨盤骨切り鮪と漉巌骨減捻内反骨

切再帰:施行L!∴15歳11-)‖J(7)上世十LTLハS什ビrillL')
判定基準をこよる威厳評価で両側君盈である(図9上

ⅠIl.考 察

A.Drs.Subの定義について
発荒性日義形成不全および先天性股関節顧脱臼につい
て一拍u･.明確左定義芯,ltL､.拷苦言.臨吠卜･X線写真
上,先天股脱ではなく日義角が300以Lの形成不全を示
一十聞恥'ー)'l~王事,,(､.Ll:角立パド1､日守)もハをD〉rs,(二Ⅰ三角
がOo未満のものをSu鮎と定義したがチ石田は暫定的
な基準として,大腿骨の近位端を嶺等静Lその趨勢の3

い'1i1､日一▲かIL't､rkin線LTlr上潮裾｢~..あIl.r-i益‥角3軒 1十上二
･Jl)場合十r)),t'としてい:一往 ::,'､目上汗丁.-~~,L､~二は漸"3(7'.]

発表股脱研究会ではき伽Sの定義をこついて日豊鞠30位
以上とする意見と350以上とする意見がありたためきど
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ちらの考えを採用 して鮎よいが,罰O以上とする時は350

以上の私瑚 濫区別して考えるということでようやく見解

の-敦をみた程であ& S･uhをこ関 しては Dys虹 上に

定義が付き3確て＼石田∴は D〉･ト.(二SHh汗本質的(.同

一いもtJl､t二考え_予言 で区別十二∴--_トに_矧吊十捉根上:~い

る:1'. 一Jj､i':･,･本ハ土'-.r∴ 関節i.描 け 行 ∴招I(骨性口

研究者屯いるLn.関節造影を行えば診断はより正確にな

ろSjが,乳児をこ全身麻酔をかけてまで援瓢的診断法を用

いるのは窯際的でなく,両者Q)定義上の差は人為的なあ

eljであることの認識の上をこたって,もつと簡便な定義に

-弟 てゝ合意することが望まれる,

岩強ちはDysで経過観察のみの uO例 且52関節につ

いてま9カ月程で壷慧ば且榔%得姦角の改善が得LhJれたと述

べている5㌧ しかし療近では,Dysでも必ず LJも良好

㍗(L十日､日､∫-発表か丁会･研.';tl=.I;ミミ∵巨､て散兄十十日∴

また水寄らばSubの服例後3関節をこ-3き平均8年5丸紫護

の経過観察でSeveyimの監がま凱6%に認め臣ブれ予必ず

L屯楽観できないと述べている6㌔著者の調査でも著者

n;定義(ド)i)y‥7号..･lOolとSIrtlLハ15,.叫､かSt･､＼t-でhl

のmであった,臨床的訴えのある症例はわずかであった

が,この点さ捌こ多数症例で検討する必薯がある.

tl.家族歴について
家族歴のある例が且凱磯%に認められた.これは5例

をこ且例の高率でありDysやStlbに発売股脱と同様な

遺伝的質素の存夜が示唆きれた小しかし----方では,症例

のほとんどが発表股脱検診で発見されたもe)であること

から家族歴のあることが受診率を高めたこと鮎このよう

II.I).vLL<およびtiubに対する治療の必要性に

ついて

池田らはDysは充部分は放置し経過観察してさしつ

かえないとし7㌔今田らも掬Sでは自然治癒懐向が強

い殿で特に治療する必要ないと述べている爵)甲著者碍症

Tもlく.LS例が観察例.'･_比べ存意に (I)く(I.05上世か･-､!H
那,最終受診時では叢がなくなっていた,この事窯はあ

る程度毘B和効果を示すものと考えられる.規盟例で

骨頭変形を生じた例もあるが,厳簡なも瑚豊及例殿みで

あったことも考慮すると民盟装農による治療が無意味

現在も､I.)IrrSi-:'t_吋LてもSubに対してーも症例∴Li)1史
周Lているが,著者は今後もそ殿ような基本方針を採済
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L続けるつもをノブである書

Jィ∴ 最終受診時の不良例について

最終受診時 Sev紺血 の半瞳 基準湖で不良と判定され

た例が5且関節あった血このうち手術で対処Lた且5関節以

外が臓6関節aううち芳股関節痛の訴えをもつ5関節があっ

た.それらは今がMニころ殿高年齢が2且歳程度で柊痛も鶴

沼こいが,年齢の進紬 こ伴3.3捧痛の増強に注意深い観察

を麿する,

ア歳でもCE角が且5O未満と不良な傾向があったか,

同も:傾向は先天股脱U)訳書遠治療例やギプス治療例でも

ある程度認めにっれており,さらに多数例での検討が必要

と考えるや

tl'. 手術例の検討

1(申什声-iJi17汗 .<.･1itt_､い､-骨髄骨Lリ再FjpU‥十日 硯町j･

減捻内旋骨切り術の合併手術が手招っれていた書Dys,Sub

では高度な打蓋形成不全がないので,Sa乱伐F-手術のよ

い適応と考えるセまたこれらの手術は5-9歳o)時点で

CE角が著郷ヨな形成不全を星するた紬こ行われていたが,

5--7歳の CE角が不良な症例は前述したように,そ

U)緩む不良にとど護る可能性が商いことと∴手簡を汚-｡

たま5例やi櫓例で Severinの 1品に改善されたことを合

せて考えると,5--9歳の時点で積極的に手術と〆たこと

が ㌻etmspec軌eに裁ても良かったと考える中今後は

pmspectiveにこ0)ような症例に対Lて同様な繁簡を行

:-吊!∵守､/･I..

11･･'. ま と め

呈.昭紅葉7年以降予昭和誠年までをこ新潟大学整形外科

外来において乳児期をこ先天性日義形成不全な転びをこ先天

性股関節東脱巨n3と診断され,6歳以降になって最終受診

巨二-い工J't)L刑 し里･11裾 な､L'.:-1:刑､Li･両肌こ裾ニー-､い∴

その間が)股関節が)推移を検討した.

2.症例は発売後巨∃義形成不全が,別記関節芳先天性

股関節亜脱臼が207関節だったが,うち初診時をこ況iem-

Hll〕uHt､1装具立い1治噂さ..ナ∵二十㌧巨畑工汀二鼎闇汗.

その他の177関節は積極的な治療は行われず経過を観察

されていた.

3.最終受診時の年齢は6歳且カ月かボブ2旦歳5れ喝で

臨床的をこ股関節痛を訴えている症例は15歳以上の5例の

みであった. しかしX線駿で CE角を済いたSeveTim

をこよる教義般脱成績判定基準で判定すると,規をこ分顕さ

れる不良例が且1.逢%に認められた.

射 初診時のCE角は先天性狩蓋形成不全と診断さ

わた例で転 先天性股関節凝脱臼と診断された例でも

Riい=1日lhuL,(､1㌢ 昌ゝ一′.:･i/;+:F.‖町 )恒 ∴経過純然伸 二比-.㌔

･信 行-Ll卜J=1十 悲十 ･::∴ 巨 ▲上 最終音詩日､巨 昌

有意差がなくなっていた.先天性闘志形成香登をこ対 して

は治療の必要がないとする説私あるが,上記ĝ)事実から

有意義な例があると考えられた.

5. 初診時から最終受診時までのX線写真が比較的海嶺-｡

ていて最終受診時が Sev即行漫Q二き判定基準での最終成績

となる1招歳以上の症例で Sever摘 a二摩瞳 基準をこよる成

績が良好と判定される 蟻 とき不良と判定される腿の総

数28関節における CE 角が)推移を為ると,前者では大

多数が5-J7歳で150以 上あり声後者ではすべてが5-ノ

7歳でi50未満であった.

6･ 5-り′9歳時に Ⅲ三角が30かに招魂Oで自然治 癒

傾ぎ雛 三顧署でないため手術を施汚された 症 例 が 摘 餅屋15関

節あ--3た血手術は Saiter 骨 髄 骨 鋸 )術 単 独 が 息0関 節 ,

SこIllLH骨盤骨し上 潮 i,lJl迂丹 jL減 捻 再 引 用 Jlr'HAT川 r-砧

が封関節であ-謙 二. こ れ ら 獅 階練 に,お け る 最 終 受 診 時 の

鮎Vだ㌻血 の判定基 準 で の 成 績 は サ ほ ぼ 正 常 に 恒懐 Lた 蟻

が掴関取 不良 な EHが 且関 節 で , 後 者 は 不 適 切 な 手 術 手

技によるもa)で あ る こ とが 判 明 Lて い る 一 そ こ で re加 -

spだC雨だをこみて † こ U)時 期 が)こ の 手 術 は 適 切 な も 0)管

あ->たと判定で き る ,

稿を終る に 臨 み ァ ご指 導 夢 ご校 閲 を い た だ き まL

た田島達也 教 授 にp深 謝 中 日 A,げ 渡す 書 また 亨 ご 協 力

頂いた錦織 新 ---砂斎 藤 露 文 蘭 文 部 技 官 に 謝 意 を 捧 げ

~:トト

参 考 文 献

トドハ･LLrin, 7.i..: し'tlTltE.晶11thlrllい tllt､I(rl=Wt目板くり ,I

('川1L.t､tlitこ11 11iト右 -し,iliit'T= 'lth'､ 11小 J',illl. 上 Itt､

I(ハ し直 ､ くけ (､1''ゝt､ti 1(tt(tLlL.li日日 こl川 上 ＼l･th!･りトて7･こ11-hi'･

Stm1iLlト 吊 書くLlL､し､】11L(∴lト(､ト. ∴L､!.こl('h汁.tiL･こい LL .朗 :

トLlM)I.(〔十 廿日1.

2う石 田 勝 正 : 発 表 鰹 脱 生 後 成 諺IeT)防 止匿 関 す る 研 究 .

二日 石 門 勝 正 . 森 下 雷 伍 二 日 -:r:.'tlllj I)I:, 巧 図 人 ∴ い て,

殴 Eli描 卜 亘 ･棄 乳 児 ljL申 ･昌 -__ . 臨 隼 叫 . 1:ち: 川 】Lq

--=)L!∴ lt)Tti.

射 杉 本 窓 禰 : 関 節 造 影 に よ る 蒐 ~天 性 股 関 節 脱 臼 の 検

討 一 関 節 内 圧 測 定 に よ る 関 節 包 弛 緩 をこ関 す る 知 見 補

5) 岩 瀬 常 男 , 勉 : 日 義 形 成 不 全 の 臨 床 娩 討 . LI3整 念



中野 :先天性日義形成不全および先克鰹
股関節亜脱臼症例の追跡調査

誌,,TJ:i:12211-1ごL"(ち,川T').

785

酎 今田 拓: 先天股脱における脱だヨ準騰状態とその

6)森谷武彦 ,他 : 先天性股 関節亜脱 臼の予後 をこつい 経略的推移をこ関する研鷲.日教会誌,32:255-291,

-1Lr:.申鵠整王li,LIT:..'111:tH';--91tl.lt1日). ltlこ~)メ.

7う池 田 威 ,勉 : いわゆ るだヨ姦形成不全の病懸 とそ

･11IT･1二-te. i_i整余r..信 淵 :tit(卜 611.1975.

(平成蔑隼2月呂紺受付〕


